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まわし姿で白熱した相撲をとる子どもたちに、客席から大きな
拍手が送られました。

　「第１回宮城県小中学生交流相撲大会」（丸山相撲ク
ラブ主催、栁渕利

とし

夫
お

会長）は10月25日、道の駅米山にあ
る登米相撲場で開かれ、県内から集まった小中学生力
士が体当たりの熱戦を繰り広げました。
　今年は、新型コロナウイルスの影響で小中学生の相
撲大会が中止。日頃の練習の成果を発揮できる場を設
けたいと、丸山相撲クラブが開催しました。佐々木修

しゅう

一
い ち

さん（72）＝米山町的場＝は「一戦一戦の取組から子
どもたちの一生懸命さが伝わってきます。これからも
相撲を続けて、この中からプロ力士が出るとうれしい
ですね」と選手たちの今後の活躍に期待していました。

新米だて正夢の提供は給食センター単位で実施。幼稚園と小中
学校で１人１食分ずつ計6800食が提供されました。

　市内で栽培されたみやぎ米の新品種「だて正夢」の新
米を10月19日から11月９日まで、市内の市立幼稚園と
小中学校の給食で提供しました。
　だて正夢の提供は、子どもたちに本市の農業や農産
物について興味を持ってもらいたいと、市農業振興協
議会が企画。提供初日の10月19日には、米山東小５年生
32人が、みやぎ登米農協の職員から「登米市で作られる
お米」の授業を受けた後、炊き立ての新米だて正夢を味
わいました。主藤丈

たけ

琉
る

くんは「いつもの給食のごはんよ
り甘くて、もちもちしていておいしかった。また食べた
い」と感想を話しました。

　「渡り鳥をみんなで迎える会」（市伊豆沼・内沼サンク
チュアリセンター、伊豆沼・内沼クラブ共催）は10月18
日、迫野鳥観察館で開かれ、約20人がマガンの飛び立ち
を観察しました。
　迎える会は、マガン飛来数のピークを前に伊豆沼・内
沼の環境に触れる機会を提供したいと初めて企画。参
加した渡辺利

とし

明
あ き

さん（56）＝仙台市青葉区＝は「５年ほ
ど前から夫婦で野鳥観察を楽しんでいます。ここの観
察館は高さがあるので、360度遠くまで見渡せていいで
すね。マガンが一斉に飛び立つ瞬間を見ることができ
たので来て良かったです」と話していました。

伊豆沼・内沼は、渡り鳥の飛来地として知られ、マガンの「飛び立
ち」や「ねぐら入り」は登米市の冬の風物詩になっています。

　コスプレイベント「れきこす」（アニメ文化祭実行会
主催、斉藤建

けん

司
じ

代表）は10月11日、教育資料館や登米懐
古館など登米町域内で開かれ、44人が参加しました。
　れきこすは、年２回、観光地などで参加者同士がコス
プレしながら交流を楽しむイベント。今回は、新型コロ
ナ拡大防止のため東北地方からの参加者に限定し、開
催されました。福島県から参加した渡辺康

やす

孝
た か

さん（31）
は「雰囲気のある建物が好きで、以前から来たいと思っ
ていました。コスプレすることで普段とは違った気持
ちになれますし、観光もできる良いイベントだと思い
ます」と、趣ある街並みを楽しんでいました。

参加者は、アニメや漫画のコスプレに身を包み、みやぎの明治村
を背景に写真を撮り合うなど、交流を楽しみました。

チャチャカップは今回が初開催。入賞者には、地元の日本酒や高
森パークゴルフ場無料回数券などが手渡されました。

　「第１回チャチャカップ・パークゴルフオープン大
会」（株式会社いしこし主催、猪股研

けん

代表取締役）は10
月20日、高森パークゴルフ場で開かれ、市内外から207
人が参加しました。
　チャチャカップは、県内外のプレーヤーの交流拡大
と健康増進が目的。高森パークゴルフ場の４コース36
ホールを53組に分かれてプレーし、好成績の男女それ
ぞれ10人が表彰されました。工藤和

かず

枝
え

さん（74）＝迫町
萩洗＝は「初めての大会ですが、参加者が多くて楽しい
ですね。天気も良く、グリーンを歩くのが気持ちいいで
す」と秋晴れの下でのプレーに笑顔を見せました。

　「みやぎの復興現場訪問事業」（宮城県主催）は11月５
日、登米市内で実施され、村井嘉

よし

浩
ひ ろ

知事が２事業所を訪
問しました。
　訪問事業は、震災復興に向けて取り組む企業や先進
的な取り組みをしている団体を知事が視察し、意見交
換を通して広く県民の意見や要望を把握するもの。当
日はみやぎ登米農業協同組合胡

きゅ う り

瓜部会（久保泰
やす

宏
ひ ろ

部会
長）、オサベフーズ登米工場（北村梅

うめ

治
じ

代表取締役社長）
を訪問。訪問先で事業概要の説明を受けた村井知事は
「これからも先進的な取り組みの継続や地域への貢献
をお願いたい」と激励しました。

訪問した事業所では、事業概要や活動内容の説明後、工場内で製
造工程や職員の作業の様子を視察しました。


